(1) 気 むずかしい 夫 

だま 

何が 気に入らない のか、 黙りこくって むっつりして 

き くし ぶ 

いる。 訊いても いって は 呉れないで、 渋い 顔 をす るば 

かり。 従って^ 内中で 腫 ものに でも 触る ような 態度 

を 取り、 そば を 歩く に、 足音 さえ も窃 むようになる。 

こういう 性質 は 神経衰弱 その他 生理的な 病気が 伏 払し 

た わ 力ま ま 

ている 為め に 来る こ ともあれば、 当人の 我儘から 来る 

こと も ある。 病気 なれば 気の毒、 早速 医者の 手に かか 

るが いいが、 もし 我儘 だったら あんまり 卑屈に へいへ 

いして いると、 却って 増長 させて いけない。 正しい 

こと は 相当 主張し、 快闊に、 はたから その 不機嫌 を 吹 



き 散らして しまう がいい。 不機嫌 は 当人 も 持て あまし 

ている の だから、 はたからの ひょっとした 誘いで 気が 

とリ なお 

取 直せ、 当人 も 助かる ことがある。 

(2) 短気な 夫 

しじゅう イラ イラして ちょっとの ことに カン シャク 

を 起す。 この 性質に 二つ ある。 外で は 猫の ようにお と 

なしく 言う ベ きこと も 胸に 畳み、 その シコ リを家 へ 

もちこ 

持 越して 爆発させる ものと、 もう 一 つ は どこでも 短気 

おくびょう 

で カン シャク を 起す のとで ある。 前の 方の は 臆病で 

力ま， < 

気の毒な 性質の 人 ゆえ、 まあまあ 我慢して 家で カン 



もちまえ 

シャク を 起さして やる のが 愛 だが、 後の は 持 前の 性質 

ゆえ 修養と か 信仰と か を 勧めて、 根本的に 直す のが 

いつ スピ— ド 

愛で ある。 一たい 短気な 人 は 速力が 気に入る の だから 

何でも 手っ取り早く 先手を打って、 先に 望む こと をし 

て やれば 悦 ぶ もの だ。 

びょうしん 

(3) 病身な 夫 

痼疾の あるの は 別 だが、 そうでなくて 年中 あっちが 

悪い、 こっちが 悪い と ぐずぐず している 人が ある。 多 

く は 神経質で 思い過しの 人に 多い。 1 しょに なって 心 

配して やらねば 不親切 だとい つて ヒガ むし、 そうかと 



な しま つ 

いって 心配 すれば キリが 無い し、 仕 末 に 悪 い。 

しんきいってん たから ふんとう 

心機一転 という こと も あるから、 朗 かに 奮闘 的な 気 

持ちに なれる よう、 思い切って 生活 を 革新す ると か、 

しげき かくしん 

強い 剌撃を 与えて 心境 を 変化させる とか、 妻 自身 確信 

と 元気 を 持 つ て 助勢す るが い い。 

けっぺき 

(4) 潔癖な 夫 

硝子 窓が ちょっと 曇って いても 気にし、 障子の サン 

たま こす 

に ホコリ が 溜って やしない かと、 指の 腹で 擦って みる。 

ひどい のになる と 一 日に 五六 度 ォキシ フル か、 

しょうこ うす い おちつ でき 

昇汞水で 手 を 消毒 しないと、 落 付いて 仕事が 出来ぬ 



と かく 

というよう なのが ある。 悪い ことで はない が 兎に角う 

むやみ け ぎら 

る さい。 また 精神 上の 潔癖 家と して 無暗に 人 を 毛嫌い 

する もの も ある。 あいつ はォ ペッカ 者 だからと か あい 

つ き 

つ はゥソ 吐き だと かいって、 口 も 利かぬ。 そんな こと 

せま 

をい つた 日に は 世間が 狭くなる ばかり だから 一 つ 気 を 

大きく 持たせる ベ し。 

(5) 頭の よす ぎる 夫 

みすか つ く 

どうせ 見 透され 尽 すので すから、 なまじい 夫に 対す 

むじゃき くら 

る 心の つくり かざり をせ ず、 正直に 無邪気に ともに 暮 

すべし。 



(6) 交際 下手な 夫 

きしょう 

交際 下手な 夫 を 持った 妻 は、 相手の 人が 夫の 気象 を 

呑み込む まで、 妻 自身が まめ まめし く 客に かしずき、 

その 場の 調和 をた もつ こと。 

(7) 学者肌の 夫 

きょうじ くせ くら 

学者 は 日常 他人に 教示す る 癖 を もって 暮す。 その 気 

持ちの リズムに 添うて、 暮 さなければ 夫の 心情 を 荒 

おおかた 

らす。 妻 も 大方の こと は 生徒に なりたる 態度 を もって、 

夫に 対 侍すべし。 



(8) 親 や 親類と 折 合の 悪い 夫 

いっそ 親 や 親類に 悪く み われても 仕方がない。 まあ 

なるたけ 主人の 気の やすまるよう 遠の いて、 身辺の 平 

和 を 守る か (この 際 扶養の 責任 あらば、 それだけ は 物 

質 だけで も果 すべし)、 さもな くば、 妻 は 身 を もって 円 

つく おりあ あ おぎな 

満に尽 し、 親、 親類に 夫の 折 合い 悪しき 部分 を 補う ベ 

し。 

(9) 失業して いる 夫 

妻の 身の 自分が 内職で もして 家計 を 立てよう とする 



努力と ともに、 失業 状態に ある 夫の 心 は、 とかく ひが 

やす むし けいあい 

み 易くな つ て いますから、 妻 は 平常より 寧ろ 夫 を 敬愛 

する 態度に 出で よ。 夫 は 心 明るく 次の 職業 を 探す 勇気 

む 力 

に 向えましょう。 

たいしゅ か 

(^) 大酒 家の 夫 

しこうぶ つ ばん 

何 かほ かの 嗜好 物に 転換させる か、 もし 万 不可能な 

時 は、 妻 自身 大酒 をのむ か 、但し はの みたる 振りで 酔つ 

ばらって 困らせて 見せる か、 知人の 大酔 家 を、 夫の し 

らふの 時に 夫の 眼の 前へ 連れて来て 見せしめ にす るか 

です。 



(u) 移り気の 夫 

正当に 警戒し、 懇願して 見ても 駄目で したら、 妻自 

身 も 移り気の 振り をして 見せしめて やりなさい。 それ 

でも だめなら あきらめ るか、 別れる か、 どちらで も。 

(ほ) 家にば かりい る 夫 

家にば かり 夫が いて 困る のでしたら、 散歩 や 活動に 

妻が 誘って 御覧なさい。 嫌 だと 云ったら 妻 一人、 夫 を 

家へ うつち やって 出て 寂しがらせて 御覧なさい。 手の 

ない 家で したら、 盛んにお 使いでも おたのみなさい。 



(S) 家事に 口出しし すぎる 夫 

家事に 口を出し 過ぎる 夫に 困ったら、 一週間 位 そ 

ら 病気 をして、 夫に 家事 万端の 世話 を やかせ、 負担に 

堪えない 経験 を させたら どうです か。 お 客の 前な どで、 

だしぬけ にあれ を 出せ、 時なら ぬ 時分に これ はない か 

と、 喰べ ものな ど 主婦の 予算 以外な 注文 をす る 夫 を こ 

こちよ-つ 

らしめ るた めに は、 あとで その 時の 費用 を 誇張し、 ま 

ちょうか 

た 労力の 超過 をし めすた め、 そら 病気で もして 見せ ま 



S 職業婦人の 夫 

職業婦人の 夫 は それ こそ 妻に 思いやり 深くなくて は 

いけません。 そして 自身 も 職業 を 持つならば、 退け 時 

刻の 早い 方が 遅く 帰る 方 を 待ちう ける 用意 をして 置き 

なさい。 朝、 出かけの 早い 方 を 遅い 方が 送って 上げる 

の も 同様です。 この 際 昔風な 夫、 妻、 の 観念 を 除き、 

同じ 労力 を 分って 家事 を 分担す る 友、 恋人 同志で あり 

同時に 普通の 夫婦 以上、 妻 は 夫に 与える 所の 多い 女性 

として 尊敬して、 夫た る 男性の 手に 適する かぎり 家事 

の 労力な ども 妻の 助けと なるべき です。 但し 呉々 も 妻 

まんしん もら な 

は 己の 職業に 慢心して 大切に して 貰う 夫に 狎れ、 かり 
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